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On the Treatment of Rayons with Synthetic Resins by M回悶
of an Improved Method (XIX) 
The Stepwise Study on the “Presiton Process" in the Tow Form on a 
Semi Industrial Scale (11) From 'Presiton S' to' Presiton SW' 
Narao SAITO， Motomu WADA， Saburo MATSUKAWA， 
Kazuhiro IW AMI， Isamu T AKAHASHI 
In continuation of the foregoing paper， the present one deals with the next step of 
treatments in the “Presiton Process" on a semi industrial scale for the present sample， 
‘Presiton S'. which is to bring about a thin outer layer of the second resin on the sur-
face of the sample， and also to set the reactive dye at the same time on the peeled 
and disc10sed surface of the cellulosic fiber. 
The meaning and the theory of preparing ‘Presiton SW' are herewith given in the 
introduction. And the optimum conditions of preparing a good ‘Presiton SW' with res-
pect to the used resin and dye are determined. and given as in the followings; 
The reactive dye ; Procion Brill. Orange GS 
The dye concentration in the 1st bath; 1 % 
The dip time 15 minutes 
The resin COnc. in the 2nd bath ; 4 % 
Catalyser ; D. A. P.， 5 %， o. w. of resin 









験では 15d.)また本実験に用いた PresitonSも， その加工効果が最上のものであったというこ


















元来， Presitonとは Pre-heatedand resin treated rayonという意味から語調よく省略した
ものであるが，芯部加工をねらいとするための内部のあるいは芯部の間口を目的とした Pre-heat
を経て，より良き樹脂の漫達と固定ないし反応によって Rayonが改質レーヨンとなることはすで
に度々述べた所で、ある O このものは PresitonSであって相当顕著な性質改善が起こるO 何故にわ
れわれは芯部加工を強調するかということであるが，それは著者の一人が Rayonの樹脂加工を
始めた時から独自の研究と加工理論とによって発足し“PresitonProcess"として進展させてきた
からである O 従前樹脂加工では1926年 TootalBroadhurst & Lee Co.，の技術者による特許に始
まった Rayonの樹脂加工が長らくほとんどそのまま踏襲せられてきていたが， 1947年頃より一つ
の新しい方向が出てきていた。それが今目の























































































































(excluding internal surface) 




2) Cross-bonding and 法と使用する compsによ勺て
ーてゴープー n Grafting， 各種センイの|は各種のすぐれた性質をおぶる
IVI chemical1y or 向sico 苦言E~~ <紗|』詰二日以22tth 院長三位協結記明選
chemically， externally or 1 -v . ?c-~，ethxlene <:"，xide， _ etc 坊縮，耐久性，耐水耐薬品性等
1 3) Bonding through 片付与せらるo 風合は程度によ
internally or both quaternary am. comps. って良好。
4)反応型樹脂による加工 ! 
新樹脂加工法 (Rayonの場合|
は外硬内柔的より組織の逆転)Imorepliable and tenacious 
F 二三一会--.江AI・1948斉藤， [新型継続~'，~~ 1強度官<.結節仲度よい，弾1~~~_:... I~ð) 1 (Ramieの改質).. 1叫'zj時j1': 同 司竺空三九市~I 1練絹もこの型 Cottonの特殊|回復力がよい。耐屈曲性九布
Relatively more compact 1 ー 一一ー、 ぺY' ホルマリン (Presiton)S型)Iの風合は軟かいが腰がある。布
| ‘ -_..I.JIR王.………・・一 ........1の庄縮回復力は低荷重では小さv Ior oriented inside and less 1.:......................1';:.: ~.:.:~~~..;，:..;.~~.~.:::~~.~~~~;，~:~::...I 
l' ~守三τ三 品 I !7~sit~?-~~ .c即ち芯部樹脂加|いが高前車では比較的高い。融
so towerd out町 side 也記耐評 判 |工し，外部をPeeli珂したも|目的は高い。布の引裂強力は
ι ンユマこ v の -...1957斉藤より高い。
三 ー~ r;与 I Presiton SW (resin.W with 1芯部加工的特徴は残るが，
『ー~ ~的 _ ~_ . _~.... IPresiton S に比し圧縮回復は




















































ヂ.'i..~-- (Presiton S) 
二三下I繊維素系
20 40 60 80 100 







70ト 一ー一一一ー IJI(れ) の大きいところで圧縮弾性回復率が低下している点に
、 い おいてやはり I型であるO そしてB型よりは全体的
60 トト\ー~....----- r ~ IU = 1 十 11)
tk d -fnl y，n-Jム 町、 に，はるかに下位にあり，特に高い荷重強度ではやは
50ト トぷ:長ニ ;iiiHsitU1-J り目型からは，ずっと下位にある。結局構造的には改
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I 性理喧喧-→ 1 I
芯部強調加工
一目ー ァー → n (Presiton S)……(3) 1 Rayon “Presiton加工ヘSoapingと Pee1ing (改質 Rayon)
、 ? ? ? ?
?
? ???
， ， ?•• 、 ，
?? 、
E 外部加工(第2樹脂による〉
一 一一一 → n + 1 '=l' ・H ・..…性)
(Presiton SW)一一(第2図g)
一方において，
I (wool) 外部こう着-→ m'= l'十E
脱こう着
i 一 一一一 一一一一一→ E ......・(司
特殊 Breakerによる
(3) _"-i s "¥ (4) --->0. i T " ..L i Tf "¥ (5) ( 1 ) 一一一一→ (n)一一一一→(1 ') +(n)一一一→ (1)
すなわち
































































































第2樹脂浴進度 1， 2.5， 4， 10%について検討した。他の条件は基準のものを選んで行な
った。各濃度について染色加工と白加工とを行なった。結果を第2表，第4図および第5図から見







i染色の| 樹 脂 量 |結節|結節| か結節仲度が PresitonS よりも大きくなっ
l有無|庇吾子若?t-.:強度|伸明 ているo ここでは結節強度 0.5(gjd)"以上を
||(%5t1lc%)lc%)kg/d)klc%) kl J~~ ，:v7 ~ 
l 凶l 一司平雨柿可J瓦示ぷ.5瓦i
! l l i-一叫の…ングも考染1.35 I 3.19 I 4.54 I O.60 I 6.2 I 
円 1 1.39I 3.72巴!日竺.68 ~~J 慮して結節強皮 0.5(gjd)"以上とすると，
l染 (1401392門05165l 外層町濃度約7針でも使用可一
白 11.5013. 63 1 5.13 1 O.63 I 6. 7 ! えられ，結節仲度のかなり大きい範囲で実施が
|染 11.441 4.31 15.75 1 0.56 I 6.8 1 可能であることがわかる。次に圧縮弾性回復率
1 ，.L; 1， .0 1 • cn 1 c. f"IO 1 1"1 1:"0 1 ，." 1 であるが外層樹脂で低荷重部での圧縮回復率を|白 I1.48 I 4.60 I 6.08 I 0.58 I 7.1 I 
l l l l l l l…一蹴でー加染1.60 I 7.94 I 9.54 I 0.27 I 7 . 3 I1 ある o 10%.4%でも勿論じゅうぶん良好であ
白 1.52 I 8.77型竺~竺ヨ到 る。重荷重強度での回復率がどの試料でも同程
Presiton S 1. n~ I ~ ~~ I . ~. I ^ ~~ I . ^ I 
(ピーリング上川) 11.86 I 2.65 1 4.51 I0.76 I 5.9 1 度の値を示しているが， これは芯部樹脂がしっ































































































(触媒量 )1 樹脂 1量 |結節純樹脂分に対1 l一一一:~I 強度
する百分率 )1脱落 l定着!主且|
(%) 1 (%) 1 (%) I (%) I (g/d)k 




































































































































































































キュア時間 樹 』旨 主且ヨ主a 結節強度結節仲度
(分〕 脱C%)落I定C%)着i全C%量) (g/d)k (%)k 
5 1.32 5.17 6.9 
10 1.44 4.31 5.75 0.56 6.8 
15 1.97 4.10 6.07 0.46 5.4 
Presiton S 1.86 2.65 4.51 0.76 5.9 
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